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○研究生規程 

改正 令和2年2月21日 

 

第1条 甲南大学学則に規定する研究生については、この規程の定めるところによる。 

第2条 研究生は、本大学専任教員の指導（以下「指導教員」という。）のもとに研究を行

うものとする。 

第3条 研究生は、指導教員及び担当教員の許可を得て研究に関連のある開講科目の授業に

出席することができる。ただし、単位は与えないものとする。 

2 在留資格の取得又は更新を要する研究生は、科目等履修生又は聴講生として、研究に関

連のある開講科目の授業を、研究期間を通して週に7科目以上受講しなければならない。 

第4条 研究生の研究期間は、1年以内（学年度の途中で研究生となつた者は、その学年度

末まで）とし、引き続き研究を行うことを希望する者は、1年以内に限り更新を出願する

ことができる。ただし、修士の学位を有する者については、1年以内に限らない。 

2 更新の出願手続については、第5条第2項第1号、第2号及び第6号の規定を準用する。 

3 更新の出願の許可については、第6条第1項の規定を準用する。 

第5条 研究生になることを出願する者は、大学の卒業者又はこれと同等以上の学力がある

と認められる者とする。 

2 出願者は、指導教員の所属する学部等の学部長、国際言語文化センター所長又は共通教

育センター所長（以下「学部長等」という。）に、次の書類を提出しなければならない。 

(1) 願書（本大学所定のもの） 

(2) 研究計画書（本大学所定のもの） 

(3) 履歴書（写真添付） 

(4) 最終学校における成績証明書及び卒業証明書 

(5) 健康診断書 

(6) 勤務先を有する者は、その所属長の承諾書 

第5条の2 研究生の選考は、指導教員との面接、提出された研究計画書及び最終学校にお

ける成績証明書等に基づいて、指導教員の所属する当該教授会又は教員会議の審議により

行うものとする。 

第6条 研究生の許可は、学年又は学期の初めとし、当該教授会の審議に基づき、学長がこ

れを決定する。 

2 研究生を辞退しようとするときは、辞退願を学部長等を経て、学長に提出しなければな
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らない。 

3 辞退願の提出を受けた場合は、学長は当該教授会の審議に基づき、辞退を許可する。 

第6条の2 在留資格の取得又は更新を要する研究生は、受講届を提出しなければならない。 

第7条 研究生は、許可を受けた日から7日以内に、別に定める登録料を納付しなければな

らない。ただし、研究期間が半年の者は、半額とする。 

2 在留資格の取得又は更新を要する研究生は、前項に定める登録料及び受講する科目の単

位数に相当する科目等履修料又は聴講料を納付しなければならない。 

3 既納の登録料、科目等履修料及び聴講料については、いかなる事情があつても返付しな

い。 

第8条 研究生には、研究生証を交付する。 

2 研究生は、研究生証を携帯しなければならない。 

第9条 指導教員は、毎年学年度末（年度途中で研究期間が終了する者においてはその終了

時まで）に研究生に研究報告書を作成させ、学部長等に提出するものとする。 

第10条 研究生の身分は、別段の定めがない限り、本大学科目等履修生に準ずるものとし、

懲戒処分についても同様とする。 

第11条 この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決定する。 

 

附 則 

この規程は、令和2年4月1日から施行する。 


